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2024（令和 6）年度 事業状況報告 

「中期経営計画 令和 5（2023）～7（2025）年度」に基づき、今年度は以下のよう

に事業に取り組んだ。 

 

1 自然環境保全活動等事業（公１事業） 

予算 収入 31,251 千円、支出 33,624 千円 

決算 収入 29,113 千円、支出 30,297 千円 

 

現在実施中の 3 ヵ年中期経営計画では、「大阪の「生物多様性保全」への貢献」と「持

続的な事業展開に向けた取り組みの拡大」を基本方針として掲げており、前中期経営

計画期間に整えた経営環境・業務管理体制を維持・発展させながら、当協会の存在価

値を高めることを意識した事業展開を行った。 

「和泉葛城山ブナ林」、「三草山ゼフィルスの森」、「地黄湿地」の三保全地については、

学識経験者や行政等で構成される委員会で、保全の方向性や内容を決定し、それに基

づいて活動を行った。特に三草山ゼフィルスの森保全事業においては、環境省の「自

然共生サイト」に登録申請を行い、認定された。 

今年度も企業数社の環境保全活動へのかかわり方の相談に対応し、協会の取組の紹介

や現地視察の同行、活動内容の提案などを行った。問い合わせがあった企業には今年度

以降も継続して対応していく。 

 

（１）和泉葛城山ブナ林保全事業（岸和田市・貝塚市） 

和泉葛城山ブナ林では、大径木の枯死が進み、稚樹が極端に少ないうえに近年の種子

生産状況も思わしくないなど、長期的に見た場合ブナ林としての存続が危ぶまれる状況

にある。一方で、バッファゾーン（国天然記念物区域外の周辺緩衝樹林帯）に植栽した

ブナが順調に育っている。 

2024 年度は、「和泉葛城山ブナ林 10 ヵ年計画」（2020 年度策定）に基づき、コアゾー 

ン、バッファゾーンで各種調査を実施するとともに、観察会を開催した。 

 

１）計画検討・調査等 

①コアゾーンにおける調査（ブナ愛樹クラブ、大阪府立環境農林水産総合研究所等） 

・天然下種更新モニタリング（4月7日、4月18日、4月20日、5月15日、5月18

日、その他、他の調査に合わせて実施））  
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・花芽・結実調査（4月7日、18日、20日他） 

・種子調査（5月31日、8月28日、11月28日、2月27日の 4 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

開花調査              ブナの実生 

 

②コアゾーン及びバッファゾーンで実施した調査・保全管理（大阪府立環境農林水

産総合研究所等） 

・生育環境調査（データ回収：5月31日、8月28日、11月28日、2月27日） 

・哺乳類モニタリング（生育環境調査と併行してデータ回収） 

・ナラ枯れ対応 枯死木成虫脱出防止シート巻き（5 月～11 月） 

③バッファゾーン等における調査及び保護・増殖活動（ブナ愛樹クラブ等） 

・ブナ若木の育成、森林保全整備 

・植栽ブナ、天然ブナ全数調査に向けた準備 

④保護増殖検討委員会とワーキンググループ会議 

・保護増殖検討委員会（4月 25日（岸和田市）） 

・ワーキンググループ現地視察（6月17日） 

・ワーキンググループ会議（10月3日、3月6日（オンライン）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 森林整備作業            現地視察の様子 
 

２）保全活動等（保全活動参加目標人数 471 人 実績 621 人） 

①森林保全ボランティア活動の支援 

支 援 先 ：和泉葛城山ブナ愛樹クラブ

回数・参加者数 ：41 回 378 人参加 

内 容 ：下草刈り、倒木処理、作業道の回復、普及イベント等 

②巡回活動（地元へ委託） 

回数・参加者数 ：36 回 36 人参加 
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③各種調査 

回数・参加者数 ：40 回 207 人参加 

 

３）ＰＲ活動等 

①観察会の開催 

新緑のブナ林観察を、主として山頂周辺を散策しながらの市民参加観察会

として、5月26日、一般参加27人で開催した。 

解説者は田中正視氏（和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会委員）、中村

進氏（環境省自然公園指導員）、土井雄一氏（ブナ愛樹クラブ代表）で実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブナ林観察会 

②広報等 

・11 月 9 日コープフェスタ（大泉緑地）にて、ブナ林を紹介するパネル展示、リー

フレット配布を行った。 

・11 月 16、17 日大阪市立自然史博物館で開催された「大阪自然史フェスティバ

ル」において、パネル展示やリーフレットの配布を行った。 

 

（２）三草山ゼフィルスの森（能勢町） 

大阪府緑地環境保全地域に指定されている三草山ゼフィルスの森（14.5ha）には、日

本に生息するミドリシジミチョウ類（学名ゼフィルス「森の宝石」とも言われる）25 種

の内 10 種が生息し、中でもヒロオビミドリシジミは日本の分布の東限域にあり、府内

では唯一の生息地となっている。  

2024 年度は、地元の保全活動団体や企業・学校・大学など様々な者が主体的・計画的に

保全活動を進められるよう、「三草山ゼフィルスの森保全検討会議」を開催した。また、

2023年度を初年度とし、全域への防鹿柵設置などを柱とする「三草山ゼフィルスの森中

期 3  ヵ年保全計画」に基づいて事業を実施した。あわせて、環境省の「自然共生サイ

ト」（民間の取り組み等によって生物多様性の保全が図られている区域）へ登録申請を

行い、認定された。また、従来から保全活動を行っているボランティア団体が実施する

保全活動への支援、進捗管理、府民に向けた PR 活動を行った。 
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１）計画検討・調査等 

①三草山ゼフィルスの森保全検討会議の実施 

検討会議 1 回開催（5 月1 日） 

②三草山ゼフィルスの森中期 3 ヵ年保全計画の実施 

3年間で全域を防鹿柵で囲うため、今年度はエリアの東側約半分に設置した。 

設置にあたっては、ボランティアをはじめ多くの方の協力を得た。特に12月14

日・21日には「大防鹿柵設置大会」と題して、普段の保全活動に参加されていな

い地元の方や、他の場所で里山保全活動を行っている方にも協力いただいた。 

③森林の更新に伴うゼフィルス類への影響調査（大阪公立大学、日本鱗翅学会等） 

以下の調査を実施した。 

・ゼフィルス類等チョウ類のモニタリング調査（6 月 15 日） 

・チョウ類トランセクト調査（4月～9月に毎月2回ずつ（計12回）実施） 

④ゼフィルスの森動物類調査（大阪公立大学） 

以下の調査を実施した。 

・動物類調査（11 月 23 日） 

⑤森林環境の変化による植生や昆虫類への影響調査、山腹崩壊地の植生回復方法

の検討（大阪公立大学） 

以下の調査を実施した。 

・チョウ類の植樹・食草調査（10 月 2 日・25 日） 

・ネザサ地掻きモニタリング調査（10 月 18 日） 

・山腹崩壊地植生回復状況モニタリング（9 月 4 日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討会議 5/1 ネザサ地掻き調査 10/18 

 

２）保全活動等（保全活動参加目標人数 1,150 人 実績 1,515 人） 

①ボランティア保全活動への支援 

支 援 先 ：能勢みどりすとクラブ、能勢の里山を繋ぐ会

回数・参加者数 ：61 回 319 人参加 

内 容 ：防鹿柵設置・補修、坪刈り、ササ等下草刈り、進入路石畳

づくり、ナラガシワの果実の採取、苗木の育成等 

②更新作業の継続 

防鹿柵の設置に注力したため、更新作業は実施できなかった。 
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③巡回活動（地元へ委託） 

回数・参加者数 ：12 回 24 人参加 

 

 

 

 

 

 

大防鹿柵設置大会 12/14 能勢みどりすとクラブ定例活動 6/5 

 

３）ＰＲ活動等 

①普及啓発のための観察会 

一般参加を募って実施し、その模様をSNSで発信した。（6 月 16 日）参加者 13組  

32人 

②ハイキングの実施 

11 月に実施した。（11 月 23 日）参加者 3 組 10 人 

③他団体が三草山ゼフィルスの森を活用して行うイベントのサポート 

（企業等によるCSR活動、メディア取材、ハイキングへの講師派遣など） 

・パナソニックエナジー株式会社 

企業CSR活動予定下見（11 月 20 日） 

・NHK WORLD 里山の生物多様性取材同行 

（12 月8 日） 

・エネクスフリート株式会社

新入社員研修（4 月 5 日） 

社会貢献活動「エネフリ Smile」協力（11 月 17 日） 

 

 

 

 

 

 

パナソニックエナジー（株） 11/20 エネフリSmile 11/17 
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③地元との連携（保全活動拡大に向けた関係者（周辺住民、地元学校や企業等）へ

の働きかけ） 

Think鹿vol.3トークイベントで「芦生と能勢-森の花と蝶を守るには」で市民研究者

の福本繁氏と対談（四季の企画室 野の福田商店主催）（5 月 25 日） 

ささゆり学園（能勢町立小中一貫校）4年生の三草山登山に同行し、ゼフィルス類

の観察をサポート（6 月 19 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

トークイベント 5/25 ささゆり学園三草山登山 6/19 

 

（３）地黄湿地（能勢町） 

地黄湿地は、2022年度からの「地黄湿地3ヵ年事業計画」に基づいて、サギソウやハ

ッチョウトンボをはじめとする湿地の希少な動植物の生息環境を維持するため、保全活

動を行った。 

今年度はニホンジカによる食害を防ぐため、能勢町の令和6年度里山活力創造推進事

業補助金等も活用し、下池全域を防鹿柵で囲った。また、前年度に引き続きハッチョウ

トンボが確認され、トキソウやサギソウといった湿地特有の植物の良好な生育が確認さ

れるなど、過年度からの保全活動の効果がみられた。 

１）計画検討・調査等 

①地黄湿地再生保全検討会議の実施 

1 回実施（5 月 9 日） 

②植生調査（大阪公立大学等） 

1 回実施（10 月 2 日） 

③希少植物の開花数調査（地黄の森 FAN クラブ） 

サギソウ開花数調査 1 回実施（7 月 27 日） 

④水生動物調査（大阪公立大学） 

3 回実施（5 月 19 日、6 月 22 日、10 月 27 日） 

⑤湿地のモニタリング、管理へのフィードバック 

②～④の調査モニタリング結果を踏まえて、湿地部の維持・拡大のための保全活

動を実施した。 
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検討会議 5/9 植生調査 10/2 

 

２）保全活動等（保全活動参加目標人数 360 人 実績 287 人） 

①ボランティア保全活動への支援 

支  援  先 ：地黄の森ＦＡＮクラブ

数・参加者数 ：15 回 116 人参加 

内    容 ：防鹿柵設置、湿地の環境改善、湿地内・沿岸林縁部の下草刈

り、植物調査、湿地内の灌木・高茎草本刈り取り、ウシガ

エル・メダカなど外来種捕獲等 

②後背森林の整備（一部委託） 

日本森林ボランティア協会への委託により実施した。 

③巡回活動（地元へ委託） 

回数・参加者数 ：25 回 25 人参加 

 

 

 

 

 

 

 
 

サギソウ開花数調査 7/27          防鹿柵内のササユリ 

 

３）ＰＲ活動等 

①普及啓発のための観察会・保全活動体験会の開催 

3 回実施 

・トキソウ・ハッチョウトンボ観察会（ 6 月 22 日）参加者 36 人 

・サギソウ観察会（ 7 月 28 日）参加者 22 人 

・秋の植物観察会（10 月 23 日）雨天のため、能勢分校内で発表会を実施 

②企業等によるＣＳＲ活動の受け入れ支援 

11月定例活動に株式会社ソルテックの有志3名が参加 
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③地元高校との連携による環境学習と保全活動への協力 

大阪府立豊中高等学校能勢分校の 2 年生を対象に「地域と環境」の授業内で予定 

していた 6 回のうち 5 回実施（1 回は雨天中止）した。10 月 23 日の授業では、

校内でこれまでの授業の成果を伝える発表会を実施した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トキソウ・ハッチョウトンボ観察会 6/22 能勢分校生徒 保全活動体験 1/22 

 

（４）自然環境保全地域支援事業(社寺林) 

大阪府自然環境保全地域に指定されている 5 ヵ所の社寺林については、いずれも当該

地の極相林に近い天然林である。土地所有者（社寺）と保全契約を結び、保全活動に対

し助成を続けてきた。 

 

自然環境保全地域 所在地 面積 保全対象 課 題 対策 

 
ほんざん 

本山寺 
高槻市 14ha 

高木とモミ、ツガ、カ

シ類の優れた天然林 

獣害（水源涵養

機能の低下）、

倒木、枯枝 

柵設置 

枯枝除去 

 
お  が  み  

意賀美神社 
岸和田市 1ha 

コジイ、ナナメノキ、

アラカシを構成種とす

るシイ林 

枯木倒木、倒木

後の植生空洞化 
危険木処理 

 
み ぐ く る み た ま 

美具久留御魂神社 
富田林市 2ha 

コジイを優占種とする

極相に近い広葉樹林 

竹林の侵入、獣

害、台風による

倒木 

侵入竹除去、

イノシシ被害

箇所の整備、

植樹 

 
わかやま 

若山神社 
島本町 11ha 

コジイを優占種とする

極相に近い広葉樹林 

竹林の侵入、獣

害 

侵入竹除去、

獣害箇所の整

備 

 
みょうけんさん 

妙見山 
能勢町 10ha 

アカマツ、アカガシ等

の常緑広葉樹が混在す

るブナ林 

獣害（植生単一

化、裸地家によ

る土砂災害）、

人工林管理不全 

柵設置（下層

植生保護、土

砂災害防止、

天然記念物保

護） 
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（５）地域連携推進事業（参加者目標人数 180 人 実績 164 人） 

生物多様性の保全に向けた地域・地元との連携（地域連携）のモデルを構築するため、

三草山ゼフィルスの森・地黄湿地がある能勢町において地域連携のあり方を模索し、府

内の他地域での展開を視野に入れ、得られた知見や成果の情報発信を行った。 

①生物多様性の保全に向けた取組み情報の集約・発信 

・能勢てっぺんフェスタに出展（10 月 6 日） 

②自然環境・生物多様性、能勢産材の魅力を伝えるファミリー・子ども向けイベント

への参画 

・吹田市・豊中市・能勢町の小学生を対象にした能勢町における里山体験イベント 

「里山 DAY キャンプ」の運営を担った。（9 月 7 日）78 人参加 

③企業と活動フィールドのマッチング 

パナソニックエナジー株式会社による能勢町における生物多様性保全の取り組み実

施に向けて、三草山ゼフィルスの森を対象とすることを提案 

④都市住民を対象としたイベントの開催など（三草山ハイキング等（再掲）） 

三草山ハイキングを実施（11 月 23 日）。10 人参加 

（６）大阪里山ネットワーク事業 

これまで当協会が立上げに関わってきた活動地に加え、大阪府内で希少な野生生物の

生息地の保全や、里山保全を行っている団体の活動を支援した。 

①登録団体 

35 団体（2025 年 3 月末現在） 

②少額助成事業 

11 団体から申請があり、13 件の事業に対して合計 

511,476 円の助成を行った。 

③パネル展の実施 

近畿中国森林管理局と連携し、登録団体の情報発 

信の一環としてパネル展示を行った。（7 月 8 日～ 

7 月 31 日） 

 

 

 

パネル展 
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（７）企業ＣＳＲ等支援事業 

自然環境保全に企業の協力を得るため、大阪府や実際に活動を指導する環境保全団体

と連携し、大阪府のアドプトフォレスト制度を活用するなどして、積極的に企業ＣＳＲ

活動に携わった。 

①新規の活動 

企業の森づくりや CSR 活動に関心のある複数の企業より、当協会の取り組みや

提供可能なサポートへの問合せがあり、それらの相談に対してサポートを実施し

た。 

・パナソニックエナジー株式会社（三草山ゼフィルスの森担当者視察）但し、社内

で検討した結果、実施の実現には至らなかった。 

②既存の活動 

・NTT ドコモ（堀河の森）：4 回実施（5 月 25 日、9 月 28 日、11 月 30 日、3 月 1 日） 

・立花エレテック（枚方市東部清掃工場）：１回実施（新入社員研修 4 月 5 日） 

・エネクスフリート株式会社（三草山ゼフィルスの森）（再掲）： 

1 回実施（新入社員研修 4 月 5 日）、社会貢献活動「エネフリ Smile」サポート（11 

月 17 日） 

 

（８）大阪さともり地域協議会の運営 

大阪さともり地域協議会は、2013(平成 25)年度からスタートした林野庁の「森林・

山村多面的機能発揮対策交付金事業」の実施にあたって、大阪府域を対象として設

置された地域協議会であり、当協会はその事務局として、活動組織への交付金の交

付、活動に対する支援や指導等を行っている。2024 年度も、事務局として適正で円

滑な事業の推進に努めるとともに、活動組織の持続可能な活動推進に資する取り組

みを行った。 

・交付金申請採択 

26 活動組織、交付金 11,604千円 

 

・大阪さともり地域協議会 

総会（4 月19 日、Web 開催） 、審査会 (4 月19 日 Web 開催) 

 

・持続可能な活動推進に向けた取り組み 

・活動組織へのアドバイザー派遣（2 活動組織、2 回） 

・チェ－ンソー安全講習会の開催（5 月 24 日、37 名参加） 

・森林関係イベントでの広報活動（10 月～11 月、3 回） 

・里山保全セミナーの開催（12 月 9 日、約 50 名参加） 

・救急法応急手当安全講習会の開催（1 月 13 日、13 名参加） 
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チェーンソー講習会 5/24 里山保全セミナー 12/9 
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２ 緑の募金事業（公２事業） 予算 収入16,511千円、支出16,511千円 

決算 収入15,844千円、支出15,846千円 

 

2020年以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、職場募金、学校募金、街頭募

金等の募金活動が縮小した。2023年5月に同感染症は5類に移行し、募金活動の制限は小

さくなったが、緑の募金実施主体別（種別）に募金額の推移をみると、企業募金は有料

レジ袋の収益金の一部からなる寄付の減少（原料・加工費の高騰による）を反映して減

少した。職場募金、学校募金、街頭募金はコロナ禍以降回復傾向を示したが近年は減少

傾向がみられる。 

以上のことから、2024年度の年間募金総額は15,099千円（前年比93％）となった。 

募金の活用に関しては、SDGｓ達成への貢献を目指し、緑の未来を担う子どもたちへの

助成や森林環境教育・森林ＥＳＤの推進等に関する事業に重点的に配分し、以下の事業

を執行した。 

（収入および支出の詳細は巻末参考資料参照） 

 

２－１ 緑の募金運動推進事業 

（１）募金資材の整備 

緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るため、2024年秋用および2025年春用

の募金資材を整備し活用した。ただし募金収入の減少予測と、資材の価格高騰を受けて、

例年春と秋に製作しているオリジナルのピンバッジは、2024年秋用の1回とし、2025年春

用については製作を取り止め、過去のバッジの活用を協力団体にお願いした。また、資

材配布時の配送料高騰を受け対策を検討した。 

 

（２）募金活動の推進 

①募金の呼びかけ 

街頭募金、学校募金、家庭募金、職場募金、企業募金等の募金を呼びかけた。 

②募金キャンペーンの実施 

＜キャンペーン期間＞ ・春季 2024年3月1日～5月31日 

・秋季 2024年9月1日～10月31日 

③募金拡大 

燃料供給や車の販売・整備等の事業を行っているエネクスフリート株式会社（大阪

市淀川区）、および廃食用油回収リサイクル及び販売等の事業を行っている植田油脂

株式会社（大東市）の寄付が継続している。 

キャッシュレス募金については過年度から導入している「つながる募金」※1の募

金送金の選択肢としてPayPayの使用が可能になった。 

募金方法の多様化を進めるため、家庭に眠る物品の寄付「お宝エイド」※2、2020

年より開始した遺贈募金（JELF「みどりの遺言」プロジェクト）を継続している。 
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音楽集団ANKAAのコンサート会場における募金が2020年から継続している。 

※1 つながる募金：ソフトバンク契約者が携帯料金支払い時に募金もできる仕組みで、ソフトバンク契約

者以外もインターネットから募金できる。 

※2 お宝エイド：不用品を回収業者へ送ってもらい、買い取られた金額の一部が募金となる仕組み。 

 

令和６年能登半島地震への復旧支援として、街頭募金実施団体の希望により春の街

頭募金の一部（5％）を「復旧支援使途限定募金（地震被害：能登半島地震復旧支

援）」にあてることを案内した結果、ボーイスカウト21団、ガールスカウト7団、緑

の少年団1団の賛同が得られ、合計49,470円を（公社）国土緑化推進機構に送った。 

また、（公社）国土緑化推進機構の呼びかけに応じ、令和６年中央交付金のうち、

春の募金額×0.02の1/2額となる70,073円を「復旧支援使途限定募金（同上）」への支

援寄附として登録した。 

 

２－２ 緑化推進・森林の整備事業 

（１）緑化事業等交付金 

募金活動に協力した団体や学校、企業による地域や学校の緑化を推進するため、集

められた募金額の40%を上限に、該当団体の申請に基づき緑化事業等交付金を交付し

た。2024年2月～2025年1月募金振込分まで 295件3,090,008円 （参考：2023年2月～

2024年1月募金振込分まで 305件 3,252,456円） 

 

 

 

 

 

 

緑化事業等交付金による緑化活動 

 

（２）堺第７－３区「共生の森づくり」の推進 

地球温暖化防止にかかる運動の一環として、堺第 7-3 区において市民・NPO 等の府民

参加で実施されている「第1回共生の森育樹祭」（2025年3月開催）に対し助成を行っ

た。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

「第1回共生の森育樹祭」 



14 
 

（３）生駒山系花屏風支援事業 

生駒山系を屏風に見立てて彩豊かな“花屏風”を作る「生駒山系花屏風支援事業」と

して、2008 年から継続している植樹活動への助成に加え、今年度から生き物の保全・育

成、自然観察会や野外体験学習活動、森林保全等のボランティアを養成する活動等、生

駒山系花屏風構想の普及啓発に資する行事に対象を拡大し 10 団体に助成を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイキングゴール地点での募金活動       植樹イベント風景 

 

（４）緑の少年団活動支援事業 

連盟所属の４団に対して活動助成を行った。また、交流集会を花博記念公園鶴見緑

地（大阪市）で開催し（11/30）、85名が参加した。 

大阪府内の緑の少年団連盟事務局として総会（6/23）を実施した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

交流集会                    総会  

 

（５）その他 

①国土緑化推進機構対応・中央交付金 

近畿地区で輪番制となっている（公社）国土緑化推進機構理事として総会に出席し

た。 

中央交付金は、2024 年 1 月から 12 月の募金額をもとに 558 千円を支出した。 

 

②緑化推進運営協議会の運営 

緑の募金の適切な運用を図るため、有識者からなる緑化推進運営協議会を開催した。 

・第 64 回緑化推進運営協議会：対面開催 5/22 

・第 65 回緑化推進運営協議会：オンライン開催 2/25  

③募金・緑化功労者の表彰 
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(公社)国土緑化推進機構が定めている感謝状の贈呈基準を照合した結果、感謝状の

贈呈はなかった。 

「大阪府みどりの功労者」として、当協会が推薦した「特定非営利活動法人 とどろ

みの森クラブ」が表彰された。同表彰は、緑化の推進、自然環境の保全及び森林の保

全に功績のあった個人または団体を表彰するもので、箕面森町（水と緑の健康都市）

周囲の丘陵における里山保全活動や新旧住民交流及び世代間交流を促進する里山体験

等イベントの取り組みの功績が認められた。 

環境省による「「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表彰」として、当協会が推

薦した「高槻里山ネットワーク」が表彰された。同表彰は、自然環境の保全に関して

顕著な功績があった個人または団体を表彰するもので、里地と市街地が混在する地域

（高槻市）において、市民参加の里山保全活動や体験イベントを通して自然とのふれ

あい活動を推進した功績が認められた。 

(公社)国土緑化推進機構による令和6年度「ふれあいの森林づくり」優良団体とし

て、当協会が推薦した「富田林の自然を守る会」が表彰された。同表彰は、農山村と

都市との連携・交流などを図りながら森林整備を行い、ふれあいの場創出に功績があ

った団体を表彰するもので、里山における森林整備などの多様な活動や、日本と海外

の若者による「国際ワークキャンプ」など幅広い交流の場の提供の功績が認められた。 

 

３ 森林環境教育・森林ＥＳＤの推進事業（公１・公２共通事業） 

（１）みどりづくりの輪活動支援事業 

子どもたちによる生物多様性につながる自然環境保全活動、森林整備活動、校庭・園

庭等の緑化やビオトープの整備等に助成した。また、これらの活動組立てや整備計画立

案にあたり、専門家による助言を得られるよう、専門家の紹介や相談時の費用助成等の

支援を行った。12 件の申請があり、審査の結果 5 件を採択した。 

専門家相談費用助成については 2 件を採択し、実施された。 
 

団体名 活動の概要 専門家相談 

ゆめの樹こども園さかい ビオトープ池新設 実施 

大阪市立大宮小学校 ビオトープ整備  

岸和田市立修斉小学校 里山についての学習、植樹  

貝塚市立東山小学校 ビオトープ整備 実施 

大阪市立天満中学校 大阪材で机椅子の制作  
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（２）みどりの一歩事業 

（公社）国土緑化推進機構の緑の募金助成金を活用し、学校や幼稚園、保育園など

で身近な緑づくり（植樹と「緑の教室」の開催）を推進した。 

8 件の応募があり、抽選により 4 件を採択した。 

 

実施団体名 所在地 植樹種・本数 参加者数 

岸和田市立千喜里保育所 岸和田市 
アジサイ 
ツツジ他 １６本 

３６名 

社会福祉法人鳳会菜の花こども園 堺市 
キンモクセイ １本 
オリーブ １本 

８９名 

社会福祉法人みおつくし福祉会 
北中本保育園 

大阪市 常緑ヤマボウシ １本 ４５名 

大阪市立九条幼稚園 大阪市 クヌギ １本 ６８名 

 

 

 

 

 

 

 

 
植樹の様子  

 

ゆめの樹こども園さかい 大阪市立大宮小学校 

大阪市立天満中学校 貝塚市立東山小学校 岸和田市立修斉小学校 



17 
 

 

緑の教室の様子 

 

（３）森林環境教育・ESD 推進 

大阪府立中央図書館（東大阪市）にて、4/18～ 5/6の期間中、令和6年用国土緑化

運動・育樹運動ポスター原画コンクールの大阪での入賞作品の展示とともに、「子ど

もたちにもっとみどりを～緑の募金を活用したみどりづくりや木の利用を進めるため

の活動支援紹介」パネル展示を行った。 

また、近畿中国森林管理局「森林（もり）のギャラリー」（大阪市北区）にて7/8

～7/31の期間中、同様の展示を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立中央図書館（東大阪市） 近畿中国森林管理局「森林（もり） 

のギャラリー」（大阪市北区） 

（４）教育大学学生向け講習の企画・運営 

大阪森林インストラクター会と連携し、大阪教育大学において、「図画工作」授業の

時間を活用し、1回生の学生延べ90名を対象に「どこでもできる森林ＥＳＤ体験講座」を

実施した。また、大阪府森林組合南河内支店が河南町立かなん桜小学校で実施した「森

林ＥＳＤ体験授業」を支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

「どこでもできる森林ＥＳＤ体験講座」 
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４ 普及啓発事業（公１・公２共通事業） 

（１）会報誌の発行・メールマガジンの発行 

会報誌「ANNUAL REPORT 2023（みどりのトラスト107号）」を発行した（7月）。 メー

ルマガジンは、月に1回、約600の団体や個人に定期配信し、最新の話題提供とホームペ

ージへの誘導を促した。 

（２）ホームページ・ＳＮＳの運営 

ホームページは、SNS・メールマガジンと連動し、広く活用内容が伝わるよう発信した。自

然環境保全活動等事業のイベント告知や、活動のブログ、Instagram で保全活動の様子や季

節の動植物の写真をアップした。緑の募金事業は、キャンペーン情報や助成事業についてタ

イムリーにお知らせした。また、募金がどのように活用されているか、実施事業の様子や実

施後の担当者の声などを掲載した。 

 

（３）普及啓発イベントへの参加 
 

「水都おおさか森林（もり）の市（10/27）」（大阪市北

区）、「大阪自然史フェスティバル（11/16・1 7）」（大阪市

東住吉区）にて募金活動・パネル展示等の PR を行った。 

また、当協会が行うシンポジウム・観察会などのイベ

ント時や、地域のイベント、企業の総会などへ参加し、

緑の募金への協力を呼び掛けた。 

 

 

（４）ポスターコンクールの実施 

（公社）国土緑化推進機構が実施する「令和7年用国土緑化

運動・育樹運動ポスター原画コンクール」に、大阪府内から

は、18校／106点（参加総数 677点 ※1校につき応募は10点ま

で）の応募があった。10/18の審査会にて優秀作品を選び推

薦した。結果、中央審査会にて下記の1名が入賞した。大阪

みどりのトラスト協会賞13名。
 

コープフェスタの様子 

【高等学校の部】入選 
国土緑化推進機構理事⾧賞 
大阪府立工芸高等学校1年  
林 千鶴さんの作品 

「あの木のように」 
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５ 事業その他 

（１）トラストファンド実績 

和泉葛城山ブナ林のコアゾーン（8ha:国の天然記念物）とバッファーゾーン（47ha:

緩衝樹林帯）を一体的に保全するための「ブナの森トラストファンド」及び三草山（能

勢町）に生息するミドリシジミ類の保全のための「ゼフィルスの森トラストファンド」

の確保に努めた。 

 

①ブナの森トラストファンド 
 

寄付件数及び寄付金額 15 件 184,000 円 

令和 6 年度末累計 4,108 件 14,118,944 円 

②ゼフィルスの森トラストファンド 
 

寄付件数及び寄付金額 15 件 96,000 円 

令和 6 年度末累計 2,227 件 7,952,096 円 

 

トラストファンド合計 30 件  280,000 円 

令和 6 年度末累計 6,335 件 22,071,040 円 

（参考） 令和 5 年度末累計 6,305 件 23,286,600 円 

 

（２）大阪みどりのトラスト協会 会員数 
 

新規会員登録者数 個人 5 名 法人 1 団体 

令和 6 年度会員数 個人 194 名 法人 31 団体 

（参考）令和 5 年度会員数 個人 209 名 法人 31 団体 
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６ 管理部門 

１．会議開催状況 

2024（令和 6）年度の理事会、評議員会の開催状況は以下のとおり。 

（1） 理事会 

6月6日（木） 

WEB会議 

第31回理事会 第1号議案 「2023（令和5）年度事業報告について」 

第2号議案 「2023（令和5）年度決算について」 

第3号議案 「第14回定時評議員会招集について 

       評議員・理事・監事の改選に伴う候補者の推薦

について」 

7月8日（月） 

 

決議の省略 第1号議案 「理事の改選に伴う代表理事（会長）選定の件」 

第2号議案 「理事の改選に伴う常務理事選定の件」 

9月9日（月） 

 

 

決議の省略 

 

第1号議案 「評議員候補者1名の評議員会への推薦の件」 

第2号議案 「評議員会の決議の省略による方法により、 

       評議員1名の選任を求める件」 

3月7日（金） 

WEB会議 

 

 

 

 

第32回理事会 

 

 

第1号議案 「嘱託職員への2024年度臨時賞与の支給 

       について」 

第2号議案 「2025（令和7）年度事業計画について」 

第3号議案 「2025（令和7）年度収支予算について 

       資金調達及び設備投資の見込みについて」 

第4号議案 「常勤役員の報酬額の決定について」 

第5号議案 「育児・介護休業規程の改正について」 

 

（2） 評議員会 

6月24日（月） 

WEB会議 

第14回評議員会 報告事項  「2023（令和5）年度事業報告について」 

第1号議案 「2023（令和5）年度決算について」 

第2号議案 「評議員の改選について」 

第3号議案 「理事の改選について」 

第4号議案 「監事の改選について」 

9月24日（火） 決議の省略 第1号議案 「評議員1名の選任の件」 

 

2．内部管理体制の整備状況 

  2024(令和6)年度において下記の規程を改正した。 

3月7日（金） 育児・介護休業規程の改正 

 

 

2024（令和6）年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第34条第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在し

ないので作成しない。 
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令和6（2024）年度の収入総額は、予算16,511千円に対し、15,844千円となった。

（受取受託金50千円、受取民間補助金694千円、雑収益1千円を含む） 

内訳は次の表、グラフのとおりである。 

 
 

種類別 金額（千円） 

企業募金 4,376 

職場募金 3,961 

学校募金 2,991 

街頭募金 2,183 

家庭募金 1,181 

その他 407 

受取補助金 50 

受取民間補助金 694 

雑収益 1 

合計※ 15,844 

  
 

１． 緑の募金実績（予算 15,600 千円、決算 15,099 千円） 

2020年以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、職場募金、学校募金、街頭

募金等の募金活動が縮小した。2023年5月に同感染症は5類に移行し、募金活動の制限

は小さくなったが、緑の募金実施主体別（種別）に募金額の推移をみると、企業募金

は有料レジ袋の収益金の一部からなる寄付の減少（原料・加工費の高騰による）を反

映して減少した。職場募金、学校募金、街頭募金はコロナ禍以降回復傾向を示したが

近年は減少傾向がみられる。 

以上のことから、2024年度の年間募金総額は15,099千円（前年比93％）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑の募金事業（公２事業）巻末参考資料 

みどりの募金の内訳 
※円グラフは、割合が0％の科目は表示していない 

令和6（2024）年度収入の内訳 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

千円
緑の募金額（月別の推移）

2019年度 2020年度 2021年度

2022年度 2023年度 2024年度

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

千円 緑の募金額（累計の推移）

2019年度 2020年度 2021年度

2022年度 2023年度 2024年度

令和6（2024）年度募金額の推移 

企業募金

28%

職場募金

25%

学校募金

19%

街頭募金

14%

家庭募金

7%

その他 3%

受取民間補助金 4%

収入について 
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２． 助成金等収入、雑収入など（予算 911 千円、決算 745 千円） 

（公社）国土緑化推進機構から、助成事業に伴う推薦資料作成の手数料収入50千円

（受取受託金）と、みどりの一歩事業への助成金694千円（受取民間補助金）があった。

また、雑収入1千円があった。 

表内数字の単位は千円

　　年度

種別
2019 2020 2021 2022 2023 2024

企業 5,684 5,071 6,004 6,302 4,926 4,376

職場 4,911 3,432 3,885 4,287 4,162 3,961

学校 4,736 2,231 3,372 3,055 2,945 2,991

街頭 3,120 192 339 1,448 2,340 2,183

家庭 1,417 1,734 1,406 1,449 1,426 1,181

その他 448 254 168 221 432 407

合計 20,316 12,914 15,175 16,762 16,231 15,099

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

企業 職場 学校 街頭 家庭 その他

（千円） 大阪の緑の募金（4月～3月）

2019 2020 2021 2022 2023 2024

募金額の種別推移 
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令和 6（2024）年度の事業支出総額は 15,846 千円となった。その内訳は次の表、グラフのと

おりである。 

科 目 金額(千円) 割合(％) 

緑の募金推進事業 
募金活動費 2,027 13 

募金拡大 2 0 

緑化推進・ 

森林の整備事業 

緑化事業等交付金 3,177 20 

堺第７－３区「共生の森づくり」推進費 78 0 

生駒山系花屏風支援事業 725 5 

緑の少年団活動支援事業 1,013 6 

緑化推進運営協議会の運営 24 0 

募金・緑化功労者の表彰 1 0 

国土緑化推進機構対応・中央交付金 751 5 

森林環境教育・ 

森林ＥＳＤ推進事業 

みどりづくりの輪活動支援事業 778 5 

みどりの一歩事業 694 4 

森林環境教育・ESD推進 59 0 

教育大学学生向け講習の企画・運営 107 1 

ポスターコンクールの実施 242 2 

普及啓発事業 

会報誌の発行・メールマガジンの発行 141 1 

ホームページ・ＳＮＳの運営 84 1 

普及啓発イベントへの参加 105 1 

その他 65 0 

推進事務費 推進事務費 5,774 36 

 合計 15,846 100 

※割合（％）は項目ごとに少数第1位を四捨五入している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支出の内訳 

※   円グラフは、割合が 0％の科目は表示していない 

 

支出について 

募金活動費; 13%

緑化事業等交付金; 20%

生駒山系花屏風支援事業; 5%

緑の少年団活動支援事業; 6%

国土緑化推進機構対応・中央交付金; 5%

みどりづくりの輪活動支援事業; 5%

みどりの一歩事業; 4%

教育大学学生向け講習の企画・運営; 1%

ポスターコンクールの実施; 2%

会報誌・メールマガジンの発行; 1%

ホームページ・ＳＮＳの運営; 1%

普及啓発イベントへの参加; 1%

推進事務費; 36%

森林環境教育・森林ＥＳＤ推進

普及啓発

緑の募金推進

緑化推進・森林の整備


